
す
べ
て
の
働
く
者
の
連
帯
で

「
安
心
社
会
」を
切
り
拓
き

す
べ
て
の
働
く
者
の
連
帯
で

「
安
心
社
会
」を
切
り
拓
き

す
べ
て
の
働
く
者
の
連
帯
で

「
安
心
社
会
」を
切
り
拓
き

│
14
〜
15
年
度
運
動
方
針
を
補
強
│

│
14
〜
15
年
度
運
動
方
針
を
補
強
│

│
14
〜
15
年
度
運
動
方
針
を
補
強
│

─女性委員会第26回中間期総会──女性委員会第26回中間期総会──女性委員会第26回中間期総会─

定期総会に各構成組織から
40名が参加

連合徳島を代表し河村会長があいさつ

各構成組織から73名が参加

写真上：連合徳島議員ネットワークを
　　　 代表し庄野県議があいさつ
写真下：各構成組織から110名が参加

│「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
女
性
は
輝
け
る
か『
家
事
ハ
ラ
』か
ら
の
検
証
」
│

女
性
が
輝
け
る
社
会
へ

女
性
が
輝
け
る
社
会
へ

女
性
が
輝
け
る
社
会
へ

衆院選対応も一丸で
15活動方針満場一致で承認

　

連
合
徳
島
は
、
11
月
21
日
、

徳
島
市
の
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
役
員
・
代
議
員
・
来

賓
な
ど
１
２
０
人
が
出
席
し
、

第
26
回
中
間
期
大
会
を
開
催
し

た
。

　

大
会
は
藤
岡
会
長
代
行
の
開

会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、Ｊ
Ｐ

労
組
・
吉
田
代
議
員
、
自
治
労
・

鈴
木
代
議
員
を
議
長
に
選
出
。

　

冒
頭
に
連
合
徳
島
を
代
表
し

て
河
村
会
長
は
「
安
倍
政
権
発

足
か
ら
２
年
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

が
国
民
生
活
を
破
壊
し
て
い
る
。

特
に
、
働
く
者
の
代
表
が
不
在

の
場
で
労
働
法
制
の
改
悪
が
議

論
・
提
起
さ
れ
た
こ
と
や
、
昨

年
末
の
特
定
秘
密
保
護
法
、
７

月
の
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る

閣
議
決
定
な
ど
国
民
軽
視
が
目

立
つ
。

　

今
回
の
衆
議
院
選
挙
は
大
義

な
き
『
延
命
解
散
』
総
選
挙
で

あ
り
、
国
民
の
理
解
は
得
ら
れ

な
い
。『
働
く
こ
と
を
軸
と
す

る
安
心
社
会
』
の
政
策
実
現
に

向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

こ
う
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
連
合
本
部
・
南
部

副
事
務
局
長
、
徳
島
県
・
豊
井

政
策
監
、
仙
谷
由
人
元
内
閣
官

房
長
官
、（
公
社
）
徳
島
県
労

働
者
福
祉
協
議
会
・
小
松
会
長
、

民
主
党
徳
島
県
連
・
高
井
代
表
、

仁
木
副
代
表
、
連
合
議
員
ネ
ッ

ト
を
代
表
し
て
庄
野
県
議
な
ど

１２月１８日（木） 
・2015春季生活闘争徳島県共闘会議発足総会
　　　　　　　　　　　　　（阿波観光ホテル）
１月７日（水）
・2015新年交歓会（阿波観光ホテル）
１月１６日（金）
・連合四国ブロック「春季生活闘争推進会議」
　　　　　　　　　　（徳島ワシントンプラザ）

◎

◎

◎

　

連
合
徳
島
女
性
委
員
会
は
、

11
月
29
日
阿
南
市
ひ
ま
わ
り
会

館
に
お
い
て
各
構
成
組
織
か
ら

73
名
の
参
加
を
得
て
、「
２
０

１
４
連
合
徳
島
男
女
平
等
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
竹
信
三

恵
子
和
光
大
学
教
授
か
ら
表
題

に
掲
げ
た
テ
ー
マ
で
講
演
を
受

け
た
。

　

講
演
の
中
で
竹
信
教
授
は

「
現
状
と
し
て
、
単
身
女
性
の

貧
困
率
は
高
く
、
20
〜
60
歳
の

単
身
女
性
の
32
％
、
65
歳
以
上

の
高
齢
単
身
者
の
47
％
、
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
の
48
％
が
貧
困
で

苦
し
ん
で
い
る
。
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
が
達
成
し
た
も
の
と

し
て
、
年
収
３
０
０
万
円
以
下

が
８
割
か
ら
６
割
へ
減
少
し
た

が
、
そ
の
後
は
減
ら
な
い
。
そ

の
背
景
に
長
時
間
労
働
が
あ
る
。

労
働
時
間
が
週
50
時
間
以
上
な

の
は
日
本
だ
け
で
あ
る
。

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
指
数
は
１
０
４
位
、

先
進
国
で
は
最
下
位
ク
ラ
ス
で

あ
る
。
年
齢
別
の
労
働
力
を
見

て
も
、
Ｍ
字
型
カ
ー
ブ
が
ゆ
る

く
な
っ
て
き
た
。
出
産
後
６
割

が
退
職
し
、
女
性
正
社
員
は
減

少
、
男
女
賃
金
格
差
は
変
わ
ら

な
い
。
昇
進
を
阻
む
原
因
と
し

て
は
家
事
ハ
ラ
的
長
時
間
労
働

や
コ
ー
ス
別
間
接
差
別
（
限
定

正
社
員
も
危
う
い
）
が
あ
る
。

働
く
母
に
と
っ
て
は
不
利
な
社

会
で
、
夫
婦
二
人
で
働
い
て
も

貧
困
を
脱
出
で
き
な
い
構
造
で

あ
る
。
女
性
国
会
議
員
数
は
、

か
ら
来
賓
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

報
告
事
項
で
は
執
行
部
か
ら
、

２
０
１
４
年
度
活
動
経
過
報
告

（
森
本
事
務
局
長
）、
２
０
１
４

年
度
一
般
会
計
報
告
（
竹
谷
財

政
局
長
）、会
計
監
査
報
告
（
大

岡
会
計
監
査
）、
役
員
推
薦
委

員
会
報
告
（
吉
野
委
員
長
）、

組
織
財
政
検
討
委
員
会
答
申

（
峰
行
委
員
長
）
が
報
告
さ
れ
、

満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
森
本
事
務
局
長

が
第
１
号
議
案
・
２
０
１
４
年

度
〜
２
０
１
５
年
度
運
動
方
針

補
強
案
と
し
て
、①「
５
万
人
連

合
徳
島
」の
実
現
②
非
正
規
労

働
者
の
組
織
化
と
処
遇
改
善
③

働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社

　

連
合
徳
島
女
性
委
員
会
は
11

月
29
日
、阿
南
ひ
ま
わ
り
会
館

で
第
26
回
中
間
期
総
会
を
開

き
、40
名
が
参
加
し
た
。

　

議
長
に
自
治
労
阿
南
市
職
労

の
伊
勢
代
議
員
を
選
出
。

　

連
合
徳
島
を
代

表
し
て
新
居
副
会

長
が「
大
義
な
き
衆

議
院
選
挙
だ
が
、仁

木
博
文
さ
ん
の
議
席

奪
還
に
全
力
で
取
り

組
も
う
」と
あ
い
さ

つ
。続
い
て
、松
崎
県

議
会
議
員
、橋
本
幸

子
・日
下
公
明
阿
南

市
議
会
議
員
か
ら

来
賓
あ
い
さ
つ
。

　

報
告
・
議
事
で
は
藤
田
事
務

局
長
よ
り
２
０
１
４
経
過
報
告
・

２
０
１
５
年
間
活
動
方
針
・
２

０
１
５
役
員
が
提
案
さ
れ
、満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。岡
委
員
の

総
会
ア
ピ
ー
ル
、大
会
議
長
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ
れ
、下
委
員

長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
閉
会

し
た
。

会
の
構
築
④
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
の
実
現
⑤
男
女
平
等
社

会
の
実
現
等
を
中
心
と
す
る
、

主
要
課
題
７
点
に
つ
い
て
提
起

し
、
質
疑
討
論
の
後
、
予
算
案

と
と
も
に
承
認
さ
れ
た
。

　

質
疑
で
は
、大
谷
代
議
員（
自

治
労
）
か
ら
「
地
方
財
政
確
立

に
向
け
た
対
応
や
衆
議
院
選
挙

の
取
り
組
な
ど
に
つ
い
て
の
意

見
・
要
望
、
冨
田
代
議
員
（
県

教
組
）
か
ら
「
在
特
会
事
件
の

裁
判
状
況
報
告
と
支
援
の
お

礼
」
が
述
べ
ら
れ
た
。　
　
　

　

第
４
号
議
案
・
２
０
１
５
年

度
連
合
徳
島
役
員
補
充
案
で
は
、

組
織
事
情
に
よ
り
榎
本
吉
一
執

行
委
員（
私
鉄
総
連
）が
退
任
し
、

岩
生
大
治
さ
ん
（
私
鉄
総
連
）

が
新
執
行
委
員
に
選
出
さ
れ
た
。

　

第
５
号
議
案
で
統
一
地
方
選

挙
の
推
薦
・
支
持
候
補
の
追
加

決
定
。
第
６
号
議
案
で
衆
議
院

選
挙
徳
島
１
区
に
お
け
る
「
仁

木
博
文
」
氏
の
推
薦
決
定
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、大
会
宣
言
・

特
別
決
議
を
採
択
し
、
河
村
会

長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
閉
会

し
た
。

１
８
９
カ
国
中
１
２
７
位
。
世

界
で
は
80
〜
90
カ
国
が
ク
ウ
ォ

ー
タ
制
を
入
れ
て
い
る
。
東
ア

ジ
ア
で
ク
ウ
ォ
ー
タ
制
を
入
れ

て
な
い
の
は
日
本
だ
け
で
あ
る
。

　

ど
の
分
野
に
お
い
て
も
３
割

女
性
が
い
な
い
と
意
見
反
映
し

て
も
ら
え
な
い
。
是
非
と
も
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
正
体
を
よ
く
見

極
め
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

２０１５女性委員会役員
 役  職  名
委　員　長
副 委 員 長
事 務 局 長　
事務局次長
委　　　員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

　　氏　　　名
下　　　則　子
小　川　明日子
藤　田　晶　子  
板　東　喜代子  
岡　田　和　子
大　野　多賀子
森　本　和　代
岡　　　美由紀
伊　内　峯　子
米　延　知　子
前　原　　　徳
山　本　晃　子
藪　添　初　美
岡　田　鮎　香  

　出 身 組 織
電　機　連　合
自　　治　　労
ＵＡゼンセン
連　合　徳　島
電　力　総　連
国　公　総　連
Ｊ　　　　　Ｐ
情　報　労　連
電　機　連　合
中央地協(自治労)
県　　教　　組
四　国　労　金
農　協　労　連
全　　水　　道 
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河村会長が労働者保護ルール改悪阻止の重要性を訴え、決意表明

河村会長が連合兵庫・辻会長へタスキを引き継いだ

阿南市にて街宣行動

連合徳島を代表し河村会長があいさつ

各構成組織から１２７名が参加中央地協・宮本議長が閉会あいさつ

連合香川・進藤会長と連合徳島青年委員会が
自転車でアピール

相馬市立谷市長が災害対応・震災復興を講演

全
国
縦
断
ア
ピ
ー
ル
リ
レ
ー
展
開

全
国
縦
断
ア
ピ
ー
ル
リ
レ
ー
展
開

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止
に
向
け

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止
に
向
け

連
合
香
川
か
ら
の

タ
ス
キ
を
引
き
継
ぐ 

    

（
11
月
３
日
：
徳
島
駅
前
行
動
）

西
部
地
協
・
南
部
地
協
で

街
宣
活
動
を
行
い

連
合
兵
庫
へ
引
き
継
ぎ 

（
11
月
７
日
：
神
戸
市
元
町
大
丸
百
貨
店
前
）

大規模自然災害に備え
他県との連携・協定も必要

三好市にて街宣行動　　　　　　

 　

９
月
25
日
に
沖
縄
県
石
垣
島

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
全
国
ア
ピ
ー

ル
リ
レ
ー
行
動（
西
日
本
コ
ー
ス
）

が
11
月
３
日
夕
刻
、連
合
香
川

か
ら
四
国
ブ
ロッ
ク
の
最
終
地
域

で
あ
る
連
合
徳
島
に
引
き
継
が

れ
た
。引
き
継
ぎ
式
前
に
徳
島

駅
前
街
宣
行
動
を
行
い
、各
構

成
組
織
か
ら
組
合
員
１
０
０
人

が
参
加
。引
き
継
ぎ
式
は
、冒
頭
、

連
合
徳
島
河
村
会
長
が「
今
国

会
で
派
遣
労
働
に
関
す
る
法
律

を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。し
か

も
、派
遣
労
働
者
の
雇
用
の
不

安
定
さ
や
低
賃
金
と
いっ
た
問
題

は
先
送
り
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
今
政
府
が
ク
ビ
切
り

自
由
化
と
も
言
え
る『
解
雇
の

金
銭
解
決
制
度
』の
導
入
に
向

け
た
議
論
を
行
って
い
る
。ま
た
、

『
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー・イ
グ
ゼ
ン
プ

シ
ョン
』が
導
入
さ
れ
れ
ば
、ど
れ

だ
け
働
い
て
も
残
業
代
が
ゼ
ロ
に

な
る
ば
か
り
か
、ま
す
ま
す
長
時

間
労
働
に
拍
車
が
か
か
る
。今
こ

そ
、働
く
者
を
犠
牲
に
す
る
成

長
は
許
せ
な
い
と
い
う
声
を
、地

域
か
ら
、職
場
か
ら
、み
ん
な
で

声
を
あ
げ
よ
う
」と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、連
合
徳
島
議
員
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
庄
野
県
議
か
ら「
解
雇

の
金
銭
解
決
制
度
阻
止
」、加
村

徳
島
市
議
か
ら
は「
労
働
者
派

遣
法
の
改
悪
阻
止
」、小
林
徳
島

高
井
元
衆
議
院
議
員
が
市
民
に

訴
え
を
行
い
、集
会
を
終
了
し
た
。

　

11
月
５
日
、阿
南
市
役
所
前

で
実
施
し
た
集
会
に
は
各
構
成

組
織
か
ら
30
人
が
参
加
。集
会

で
は
、連
合
徳
島
南
部
地
協
松

江
議
長
か
ら「『
残
業
代
ゼ
ロ
よ

り
労
災
ゼ
ロ
』を
訴
え
、労
働
者

保
護
ル
ー
ル
を
改
悪
す
る
こ
と
は

労
働
者
の
将
来
不
安
を
招
く
も

の
で
あ
り
、ま
す
ま
す
格
差
拡

大
に
つ
な
が
り
、絶
対
阻
止
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
あ
い
さ
つ
、

阿
南
市
の
橋
本
市
議
、仁
木
市

議
が
阿
南
市
民
に
訴
え
、、終
了

し
た
。

　

11
月
６
日
に
は
、河
村
会
長
を

先
頭
に
連
合
徳
島
事
務
局
員
５

人
が
徳
島
市
内
で
自
転
車
に
の

ぼ
り
旗
を
立
て
て
走
行
す
る
ア

ピ
ー
ル
行
動
を
行
い
、徳
島
で
の

「
全
国
ア
ピ
ー
ル
リ
レ
ー
」
街
宣

市
議
か
ら
は「
低
賃
金
の
外
国

人
労
働
者
受
け
入
れ
阻
止
」
に

つい
て
そ
れ
ぞ
れ
が
問
題
点
な
ど

を
訴
え
た
後
、森
本
事
務
局
長

か
ら「
全
国
ア
ピ
ー
ル
リ
レ
ー
の

意
義
」と「
県
内
に
お
け
る
活
動

内
容
」の
提
起
を
行
っ
た
。そ
の

後
、会
場
に
自
転
車
で
到
着
し

た
連
合
香
川
進
藤
会
長
が「
連

合
香
川
の
取
り
組
み
報
告
」を

行
い
、河
村
会
長
へ
タ
ス
キ
を
引

き
継
い
だ
。こ
れ
を
受
け
、河
村

会
長
が「
県
内
全
域
で
訴
え
を

行
い
、近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
連
合
兵

庫
に
引
き
継
ぐ
」と
決
意
表
明

し
、集
会
を
終
了
し
た
。

　

11
月
４
日
、三
好
市
フ
レ
ス
ポ

前
で
集
会
を
実
施
し
、各
構
成

組
織
か
ら
30
人
が
参
加
。冒
頭
、

連
合
徳
島
西
部
地
協
大
西
議
長

か
ら「
働
く
者
の
犠
牲
の
上
に
成

長
戦
略
を
描
く
こ
と
は
許
さ
な

い
」と
あ
い
さ
つ
。三
好
市
の
天
羽

市
議
、
平
田
市
議
、竹
内
市
議
、

　

11
月
１
日
阿
波
観
光
ホ
テ
ル

で
、
連
合
徳
島
３
地
協
主
催
の

防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。

　

講
演
に
は
相
馬
市
の
立
谷
市

長
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
災

害
対
応
は
〝
義
理
と
人
情
〞
〜

組
織
的
行
動
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
友
好
自
治
体
〜
」
を
テ
ー

マ
に
行
わ
れ
た
。

　

相
馬
市
に
お
い
て
は
大
地
震

発
生
直
後
、
大
津
波
警
報
が
発

令
さ
れ
た
状
況
で
災
害
対
策
本

部
会
議
を
開
催
し
、
海
岸
部
消

防
団
に
津
波
か
ら
の
避
難
誘
導
、

内
陸
部
消
防
団
は
家
屋
倒
壊
チ

ェ
ッ
ク
と
生
存
者
救
出
を
指
示
。

結
果
と
し
て
消
防
団
は
５
０
０

０
人
助
け
た
が
、
残
念
な
が
ら

海
岸
部
で
10
人
の
消
防
団
員
が

津
波
の
犠
牲
と
な
っ
た
。

　

同
時
に
医
療
支
援
体
制
の
確

立
、
当
面
の
生
活
費
と
し
て
市

独
自
で
１
人
３
万
円
支
給
、
相

馬
市
が
ス
ー
パ
ー
一
軒
を
買
い

取
り
、
市
民
の
食
べ
物
を
確
保

し
た
。
経
済
自
殺
対
策
と
し

て
、
弁
護
士
・
行
政
書
士
な
ど

無
料
法
律
相
談
、
避
難
所
で
の

栄
養
管
理
、
震
災
孤
児
義
援
金

条
例
と
教
育
復
興
子
育
て
基
金

条
例
の
議
決
、
仮
住
宅
・
公
営

住
宅
の
建
設
な
ど
速
や
か
に
進

め
た
。

　

両
親
や
片
親
を
な
く
し
た
子

ど
も
は
51
人…

大
学
修
了
時
ま

で
学
費
と
生
活
費
は
す
べ
て
相

馬
市
が
負
担
す
る
方
針
を
決
定
。

必
要
額
約
５
億
円
は
世
界
中
に

支
援
を
呼
び
か
け
２
年
間
で
集

ま
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
被
爆

検
査
も
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

　

今
年
９
月
〜
10
月
に
か
け
学

校
給
食
に
相
馬
市
産
米
使
用
に

つ
い
て
保
護
者
不
安
解
消
の
た

め
説
明
会
・
見
学
会
な
ど
を
何

緊急時には地域コミュニティが非常に役立つ

度
も
開
催
し
使
用
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
震
災
後
の
復
旧
・

復
興
が
お
お
む
ね
で
き
て
い
る

が
、
原
発
問
題
な
ど
ま
だ
ま
だ

課
題
山
積
で
あ
る
。

　

ま
た
、
他
県
と
も
「
災
害
時

相
互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
て

い
る
。
今
年
８
月
の
広
島
土
砂

災
害
で
も
「
義
理
返
し
」
の
支

援
物
資
を
送
っ
た
。
友
好
的
自

治
体
を
作
る
こ
と
も
非
常
に
大

切
で
あ
る
、
と
熱
く
訴
え
た
。

　

最
後
に
、宮
本
中
央
地
協
議

長
が「
普
段
か
ら
災
害
に
備
え

て
お
く
こ
と
と
、地
域
の
繋
が
り

と
絆
が
い
か
に
重
要
か
よ
く
理

解
で
き
た
」と
締
め
く
く
っ
た
。

行
動
の
全
日
程
を
終
了
し
た
。

　

11
月
７
日
に
は
四
国
ブ
ロッ
ク

（
連
合
徳
島
）か
ら
近
畿
ブ
ロッ
ク

（
連
合
兵
庫
）へ
タ
ス
キ
の
引
き
継

ぎ
式
が
神
戸
市
内
で
行
わ
れ
、

河
村
会
長
が
連
合
兵
庫
・
辻
会

長
に
タ
ス
キ
を
引
き
継
い
だ
。
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